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１． 研究目的 
 音声を二次元コードに変換し，普通紙に直接印

刷し，小さなツールでなぞって，再生する技術，

音声や動画などをリンクできるドットコードを普

通紙に刷り込み，音声ペンなどで触れて再生する

技術，テキストをハイライトしながら同期をとっ

て読み上げを行う EPUB3 対応の電子書籍とオー

サリング機能を有する電子書籍の技術，印刷され

た画像などに動画などのマルチメディアをリンク

し，スマートフォンやタブレットをかざして鑑賞

する Augmented Reality (AR)」の技術などを用いて，

手作り教材を制作し，八王子市や町田市の小学校，

そして，共同研究を行っている国内外の学校で教

育実践を行った． 
 また，今年度も，学校の教員が，一人ひとりの

児童生徒の困り感に寄り添い，その軽減を目指し

て，最新の情報処理技術を活用して教材を手作り

し，教育実践に挑戦できる環境を提供する取り組

みを行った． 
 今年度は，オマーンの Sultan Qaboos 大学や中

国の華東師範大学，アメリカの Wayne State 大学

の教員との共同の取り組みも開始できた． 
 

２． 研究内容及び成果 
 本学の卒研生やゼミ生の制作した「音声ペンを

用いた読み聞かせの絵本」，「世界の国々や日本の

都道府県を学ぶ音声ペン用の教材」，「音声ペンを

用いて星座にまつわる物語を学ぶ教材」，「音声ペ

ンを用いて地下鉄の路線図を日本語と韓国語で学

ぶ教材」，「音声ペンを用いて絵本を日本語と英語

で学ぶ教材」，「音声ペンとスキャナーペンで学ぶ

八景島シーパラダイスの教材」，「テキストをハイ

ライトしながら同期を取って読み上げを行う 1 年

生の国語の教科書の電子書籍」，「留学生など日本

語を始めて学ぶ人向けの日本語学習のための電子

書籍」，「Augmented Reality を用いた算数の足し算，

引き算の単元や形を調べようの単元を学ぶ教材」，

iBooks Author で制作した「おすすめの本」の紹介

の教材，太陽系を学ぶ教材，火山と地震やプレー

トとの関係を学ぶ教材などを用いて，八王子市立

柏木小学校の「子ども祭」で，八王子市下柚木小

学校の「さくひんてん」で，町田市立本町田東小

学校の図書室の「読書の時間」に，児童に評価を

いただいた．これらの教材の幾つかは，学校の教

員の研修に使われ，来年度の授業のために納品を

依頼されるなど，大好評であった． 
 

 
図 1．柏木小学校における実践 

 
 研究代表者の生田が制作した小学校の外国語活

動のテキストである Hi, friends! にネイティブの
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発音を付加した音声ペン用の教材や iPad で閲

覧・音読ができる電子書籍は，近くの小学校の授

業で活用されたり，図書室に納められ，大評判と

なった． 
 また，共同の取り組みを行っている奥多摩町立

氷川小学校，青森県立森田養護学校，山口大学教

育学部附属特別支援学校，栃木県立富屋特別支援

学校，千葉県立我孫子特別支援学校，筑波大学附

属大塚特別支援学校，和歌山県立紀伊コスモス支

援学校，奈良県立奈良養護学校，千葉県立八千代

特別支援学校，町田市立本町田東小学校などの教

員が，自分の担当する児童生徒一人ひとりの困り

感の軽減を目指して，手作りの教材を制作し，教

育実践に取り組み，大きな成果を上げた．鹿児島

純心女子大学のこども学科では，保育園や幼稚園

の教員を目指す学生に，最新の情報処理環境を伝

えるために，生田らの取り組んでいる新しい技術

を使って教材を制作する授業を行った． 
 
３． まとめと今後の課題 
 今年度も，「マルチメディアを扱えるドットコ

ード技術」，「テキストをハイライトしながら同期

を取って読み上げを行う電子書籍やオーサリング

機能を有する電子書籍の技術」，「印刷された画像

などに動画などをリンクする Augmented Reality 
の技術」などを活用して，本学の卒研生やゼミ生

が共同研究を行っている特別支援学校や通常学校

の教員とともに，一人ひとりの困り感に対応した

手作り教材の制作に挑戦し，教育実践を行った． 
 学生の制作した手作り教材は，多摩地域の学校

のイベントや図書室での読書活動の時間に児童や

教員に評価をいただき大好評を博した．学生の制

作した教材の一部は，教員の研修会で紹介され，

来年度の授業での活用のために納品を予約され，

制作を担当した学生が卒業間際まで制作に励むこ

ととなった． 
 共同研究を行っている特別支援学校などでは，

困り感を抱えた児童生徒のために，一人ひとりの

困り感に対応した手作りの教材が用意され，困り

感の軽減を目指して活動が取り組まれ，大きな成

果を上げることができた．一人ひとりの困り感に

寄り添った「合理的な配慮」が叫ばれる今日，ま

さに，こうした取り組みの大切さが再確認された． 
 今年度は，海外の研究者との共同の取り組みも

進展し，オマーンや中国，アメリカの研究者との

具体的な動きになろうとしている．これらの共同

研究の進展を通して，学生や教員の相互交流を目

指す協定校作りへと発展できたらと願っている． 
 なお，教育実践は，児童生徒の人権を配慮して

取り組まれた． 
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